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〜夢・未来へ〜
町民と議会をつなぐ

定例会毎に発行

河津町議会
WEBサイト

YouTubeで
議会映像配信中

議会PR動画より

P. ２～ P. ３　 出張！河津町議会
P. ４～ P. ５　 中学生アンケート
P. ６　　　 　定例会
P. ７～ P.12　町政を問う

▶︎一般質問（６人）

P.13　 議員月例会
P.14　 委員会・議会のうごき
P.16　 私の一言 　

▶︎現河津町議会議長　渡邉　弘
▶︎前河津町議会議長　遠藤　嘉規

町の未来を一緒に考えよう
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河津桜まつりについて聞いてみました！
居住地は？ 年齢は？

単位：人 単位：人

18歳未満
7上河津地区

12

川西地区
14

川東地区
22

見高地区
12

賀茂郡内
13

県内
10

県外
 2

18歳～29歳
5

30代
7

40代
8

50代
11

60代
32

70歳以上
15

出張！河津町議会 Part3
 in 河津寄って軽トラ市 令和 8 年 3 月22日（日）

・今年は中国からの来客が少なかったので
　静かだった
・平日は観光客が少なかった
・後半が少なかった気がする
　　�平日と休日で観光客数が大きく変わるので人

により感じ方が異なるようだ

・毎年２月１日からに固定（５人）
・毎年同じ日に固定したほうが良い
・ぎりぎりまで待って開花時期に合わせる

　　�今年は開催期間と開花時期が重なったため、
ちょうど良かったとの意見が多かった

・開花時期がわからないので１か月が適当だと思う
・１か月は長いと思う

　　�１か月くらいが妥当だとの意見が多かった
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おおむね好評！

・�運営は大変だと思うが、毎年楽しみにして
いるのでこれからも頑張ってください。
・�町内の他の地域でも見られるようにして。
・�地元の人がもっと河津桜を好きになれば
もっと盛り上がると思う。
・写真を撮れるスポットがもっと欲しい。
・�ステージイベント等があれば盛り上がる。
・�ライトアップをもっと工夫すれば更に良く
なる（ライトの色・水面に映る等）。
・�何年も渋滞等が改善されない。町民にとっ
て非常に迷惑。やめてください。

　河津寄って軽トラ市でのアンケートに
ご協力いただき本当にありがとうござい
ました。
　皆さまから頂いたご意見を町内の関係
団体の皆さんに周知し、河津桜まつりが
より良くなるよう議会からもお願いして
いきます。
　今後も軽トラ市でアンケートの機会を
作りますので、多くの方のご意見をお寄
せください。

・�役場から原木へ向かう付近の道路は歩道が
無く危険！

・トイレが少ない。汚い。もっと増やして。
・�トイレの横に喫煙所があるが、あそこは桜
と電車が撮れる貴重なスポットなので喫煙
所を移動して。

・�ゴミの散乱が酷い。臨時のゴミ箱を設置し
て。

・地元の出店者をもっと増やして欲しい。
・�駐車場情報を見たかったが通信環境が非常
に悪かった。改善してください。

・駐車場代が高い。もっと安くして。

・登校や下校の時に危ない運転の車が多い　
　もっと安全運転をお願いします。
・桜まつり期間中に学校の休みが欲しい。
・�もっと色々な店を増やし
て欲しい。

・�大人なんだからゴミはき
ちんと捨ててください。

・�ゴミ箱をもっと増やした
ほうがいいと思う。

ここは改善して

子どもたちから

桜まつりに思うこと

・３連休の渋滞が酷かった
・伊豆の国市まで渋滞していた
・�休日と平日で交通状況が違うので平日に来て
もらう方策を！

　　�特に休日の渋滞が酷いと感じたようだ
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河中 3 年生に聞きました
河津町議会では議会改革を進める中で広報の重要さを再認識し、さらに若い町民の皆さま
に議会活動を知っていただくため、一昨年・昨年に引き続き、３年後に選挙権をもつ未来
を担う河津中学校３年生に３月定例会の内容を記載した「議会だより１０９号」と「全国
議長会作成のリーフレット」を読んでいただき、議会と町政の関わり及び本紙についての
アンケートに回答いただきました。

・��一般質問や予算審査については目を通して
もらっている。

Q １  �「議会だより」の記事で「興味を引いた」ある
いは「役に立った」記事は？（複数回答可）

・�おおむね満足してもらっている。

Q ２ �「議会だより」に対する満足度は？

・�おおむね理解してもらっている。

Q ３��� �議会の活動内容について、伝わりま
したか？

・�半数以上の生徒に関心を持っていただけた。

Q ４ �河津町の政治にもっと関心を持つべ
きと思いましたか？

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％
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議会だよりでは読者の皆さまからのアン
ケートを実施しています。15Ｐのアン
ケートはＱＲコードからも簡単に回答す
ることができます。わかりやすい「議会
だより」を作成するため皆様のご意見を
聞かせてください。

Q ５�  �将来河津町がこんな町なら住みたいと思うことをお聞かせください（記述式）

●
町
の
雰
囲
気
に
関
す
る
意
見

　
・
観
光
名
所
を
も
っ
と

　
・
近
代
化

　
・
安
全
で
平
和
な
町

　
・
人
口
の
増
加

●
環
境
等
に
関
す
る
意
見

　
・�

都
会
に
な
れ
ば

　
・�

芝
生
が
あ
る
場
所

　
・�

自
然
あ
ふ
れ
る
ま
ち

●
行
政
に
関
す
る
こ
と

　
・
イ
ベ
ン
ト
が
毎
月
ほ
し
い

　
・
子
ど
も
の
遊
び
場
所

　
・
勉
強
ス
ペ
ー
ス

　
・
財
政
力
指
数
の
ア
ッ
プ

　
・
最
低
賃
金
の
上
昇

　
・
桜
ま
つ
り
以
外
に
も
力
を

　
　
入
れ
る

　
・
桜
ま
つ
り
に
安
く
す
る

　
・
図
書
館
が
ほ
し
い

●
都
市
機
能
に
関
す
る
意
見

　
・
お
店
が
ほ
し
い

　
・
働
け
る
場
所

　
・
遊
べ
る
場
所

　
・
コ
ン
ビ
ニ
が
も
っ
と
欲

　
　
し
い

　
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

　
・
映
画
館
が
ほ
し
い

　
・
本
屋
が
ほ
し
い

　
・
飲
食
店

　
・
上
河
津
地
区
に
ド
ラ
ッ　

　
　
グ
ス
ト
ア
が
欲
し
い

　
・
電
車
の
本
数
を
増
や
す

　
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を

　
　
作
っ
て

　
・
自
由
に
使
え
る
体
育
館

アンケートにお答えいただいた皆さま、ありがとうございました。

議会だよりは年に４回、
定例会開催翌月に各戸配
布しています。今回のア
ンケートを機会に、議会
や町のことに関心を持つ
きっかけになれば幸いで
す。

スマホで簡単に
アンケート回答
できます
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諸般の報告、町長の行政報告、議員による一般質問６名に続き、専決案件 3件、報告
事項 2件、人事案件 1件、条例案件 1件、単行議決１件、補正予算 5件、全13議案
を審議し、可決・同意・承認した。

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
河
津
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て●

令
和
８
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

令和８年 第２回　定例会（抜粋）令和 8 年 6 月 2 日・4 日

可
決
さ
れ
た
議
案

・�交付税確定による
補正

・�田尻川管理道路陥
没に対し緊急工事
をするための河川
維持事業

〇令和７年度予算の中で令和 8年度にまたがり執行
　する主な事業
＜物価高騰対応重点支援事業＞
・食料品等物価高騰支援　・宿泊施設等支援
・水道料金負担軽減　　　・簡易水道料金負担軽減
・福祉施設等給食費支援　・保育園児等給食費支援
・プレミアム商品券　　　・プレミアム工事券
・学生等通学費補助　　　・学校等給食費支援

・令和８年度人事による職員の
　配置替えのための補正
・観光庁補助事業採択による補正

・個人住民税関係
・固定資産税関係
・軽自動車税関係
地方税法等の一部改正に伴い
河津町条例の一部を改正する。

建設工事等の名称 受注者 契約金額（円） 建設工事等の名称 受注者 契約金額（円）

下河津漁港（見高
地区）浚渫業務委
託

山内組 4,510,000

河津町国民健康
保険特定健康診
査受診勧奨等業
務委託

レセ・スタッフ
株式会社 2,360,600

浜・笹原街路樹管
理業務委託 植信造園 5,940,000

河津町国民健康
保険特定保健指
導等業務委託

レセ・スタッフ
株式会社 1,507,000

令和９年度消防ポ
ンプ自動車
（第６分団）購入

株式会社畠山
ポンプ製作所 32,780,000

河津町高齢者保
健福祉計画等策
定業務委託

株式会社明豊 1,936,000

地籍調査業務委託
(見高Ⅱ・見高Ⅲ )

有限会社渡辺
測量事務所 7,810,000

河津町地域福祉
計画等策定業務
委託

株式会社明豊 2,552,000

笹原地区道路施設
改修工事

株式会社
大塩組 5,940,000

入札結果（ 4 月から 6 月 1 日まで）
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
等
の
外
来
植
物
対
策
は

他
市
町
の
状
況
を
確
認
し
て
対
応
し
た
い

防
火
水
槽
の
多
目
的
利
用
の
考
え
は

生
活
用
水
・
飲
用
水
と
し
て
考
え
て
い
る

質
問　
外
来
生
物
の
ナ
ガ
ミ

ヒ
ナ
ゲ
シ
が
町
内
で
多
く
見

ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
こ
の

植
物
は
根
か
ら
他
の
植
物
の

成
長
を
阻
害
す
る
毒
物
を
出

し
、
他
の
植
物
を
枯
ら
し

て
、
自
分
の
種
を
１
株
か
ら

15
万
粒
撒
き
散
ら
し
、
短
期

間
で
広
範
囲
に
広
が
る
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
茎
や
葉
に

は
弱
い
毒
が
あ
り
、
か
ぶ
れ

等
の
懸
念
も
あ
る
。
県
や
他

市
町
で
は
駆
除
や
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が

町
内
の
現
状
認
識
は
。

町
民
生
活
課
長　
町
に
外
来

種
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

１
件
も
無
く
、
繁
殖
状
況
も

把
握
し
て
い
な
い
。

質
問　
町
民
に
ど
の
よ
う
な

情
報
提
供
や
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
外
来
種
対
策
は
当
町

の
み
な
ら
ず
、
近
隣
市
町
と

の
連
携
が
必
要
。
周
辺
自
治

体
の
状
況
を
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
情
報
提
供
や
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
早
い
段
階
で
状
態
を

把
握
し
、
町
民
へ
の
周
知
が

重
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　
近
隣
市
町
の
状
況
を

確
認
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

町内に群生する「ナガミヒナゲシ」の花と種

質
問　
町
内
の
防
火
水
槽
の

設
置
状
況
と
老
朽
化
対
策
は
。

防
災
課
長　
町
内
防
火
水
槽

72
ヵ
所
の
内
、
29
ヵ
所
が
耐

震
性
防
火
水
槽
。
老
朽
化
施

設
は
、
給
水
装
置
の
修
理
な

ど
延
命
措
置
を
講
じ
、
機
能

維
持
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
災
害
時
の
防
火
水
槽

の
多
目
的
利
用
（
生
活
用
水

や
飲
料
水
）
と
、
利
用
方
法

の
住
民
へ
の
周
知
は
。

防
災
課
長　
防
火
水
槽
の
多

く
は
水
道
管
か
ら
給
水
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
は
自
然
水

利
を
貯
水
し
て
お
り
、
全
て

が
飲
用
可
能
で
は
な
い
。
災

害
時
に
は
、
生
活
用
水
と
し

て
の
活
用
の
他
、
20
基
の
浄

水
器
を
使
い
飲
用
も
想
定
し

て
い
る
。
浄
水
器
の
使
用
方

法
は
、
防
災
士
会
等
の
協
力

を
得
て
、
防
災
訓
練
等
を
通

じ
周
知
を
進
め
た
い
。

質
問　
地
区
か
ら
防
火
水
槽

の
整
備
要
望
と
設
置
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
課
題
は
。 

町
長　
昨
年
度
は
２
地
区
か

ら
水
利
確
保
の
要
望
が
あ

り
、
現
在
は
設
置
に
つ
い
て

協
議・調
整
を
進
め
て
い
る
。

設
置
に
至
ら
な
い
場
合
や
時

間
を
要
す
る
事
も
あ
る
。

遠
えん

 藤
どう

 嘉
よし

 規
のり

 議員
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

郷土に親しむ活動
渡
わた

 邊
なべ

 昌
まさ

 昭
あき

 議員

質
問

答
え
１
次
産
業
と
６
次
産
業
の
支
援
は

町
が
一
つ
に
な
っ
て
産
業
を
守
る

質
問　
町
長
就
任
時
の
重
点

施
策
の
一
つ
に
１
次
産
業
の

活
性
化
協
力
と
６
次
産
業
化

の
支
援
と
言
っ
た
が
、
１
次

産
業
の
魅
力
化
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
向
上
方
策
と
は
。

町
長　

町
が
直
に
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
す
る
わ
け
で
は

な
く
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の

支
援
や
１
次
産
業
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。　
　
　
　

質
問　
新
た
な
価
値
を
見
出

す
６
次
産
業
に
、
国
や
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
支
援

に
あ
た
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
形

を
目
指
す
の
か
。

町
長　
特
産
品
、
地
域
資
源

を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
わ
さ

び
の
収
穫
体
験
を
通
じ
た
中

で
河
津
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。
体
験
は
付
加
価
値
が

高
い
が
、
１
次
産
業
の
方
に

は
そ
れ
が
見
え
な
い
部
分
も

あ
る
の
で
、
観
光
協
会
等
と

一
つ
に
な
っ
て
産
業
を
守
る

と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
み

ん
な
で
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

質
問

答
え
河
津
町
教
育
大
綱
の
郷
土
愛
に
つ
い
て

河
津
町
ら
し
い
教
育
の
推
進
に
努
め
る

質
問　
本
年
度
か
ら
新
た
な

未
来
を
目
指
す
河
津
町
教
育

大
綱
が
制
定
さ
れ
、
郷
土
愛

を
育
む
施
策
を
詳
細
に
し
て

い
る
。
私
も
郷
土
を
愛
す
る

必
要
を
感
じ
て
い
る
が
、
郷

土
を
愛
す
る
教
育
の
必
要
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　
以
前
に
行
わ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
郷
土

を
愛
す
る
教
育
は
重
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。
河
津
桜
が
町

民
の
心
の
基
軸
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
醸

成
さ
せ
る
の
が
郷
土
愛
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
育
む
教
育
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長　
幼
少
中
の
12
年
の

継
続
的
な
地
域
と
の
関
わ
り

が
誇
り
を
育
み
、郷
土
愛
が
、

激
変
す
る
社
会
を
生
き
抜
く

子
ど
も
た
ち
の
心
の
支
え
と

な
る
。

質
問　
郷
土
愛
を
育
む
具
体

的
な
教
育
と
は
。　

教
育
長　
学
校
教
育
、
社
会

教
育
で
地
域
の
歴
史
、自
然
、

文
化
を
学
ぶ
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
の
新
た
な

取
り
組
み
は
な
い
が
、
今
後

も
教
育
大
綱
に
則
り
、
河
津

町
ら
し
い
教
育
の
推
進
に
努

め
る
。
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

転
出
抑
制
対
策
は

ま
ず
転
出
理
由
を
把
握
す
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は

最
優
先
課
題
と
認
識
し
て
い
る

質
問　
町
長
の
掲
げ
る
「
稼

ぐ
自
治
体
」
実
現
に
向
け
、

具
体
的
な
方
針
は
。

町
長　
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト

の
年
と
し
て
、
予
算
編
成
し

て
進
め
て
い
る
。
自
主
財
源

も
多
く
な
く
有
利
な
起
債
や

事
業
に
対
し
て
の
国
県
の
補

助
金
な
ど
も
探
し
な
が
ら
、

財
源
確
保
の
た
め
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
収
や
新
た
な

目
的
税
の
検
討
は
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

基
礎
体
力
を
つ
け
、
外
部
と

の
連
携
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス

を
重
ね
る
こ
と
で
、
町
に

と
っ
て
得
る
べ
き
正
当
な
対

価
や
果
実
が
自
然
と
返
っ
て

く
る
。
そ
れ
こ
そ
が
私
の
目

指
す
稼
ぐ
自
治
体
の
本
来
の

姿
で
あ
る
。

質
問　
「
体
感
型
動
物
園

iZoo

」
の
コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ

ン
来
園
を
好
機
と
捉
え
、
町

の
観
光
の
羅
針
盤
と
な
る
包

括
的
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

の
考
え
は
。

町
長　
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

を
最
優
先
課
題
と
認
識
し
、

担
当
課
に
指
示
済
み
。
補
助

金
獲
得
の
た
め
に
も
計
画
は

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　
総
務
省
の
人
口
移
動

報
告
で
河
津
町
の
転
出
超
過

数
が
増
加
し
た
こ
と
に
強
い

危
機
感
を
持
っ
た
。
転
出
理

由
把
握
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
別
の
詳
細
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
で
き
な
い
か
。

町
長　

河
津
町
に
お
い
て

は
、
令
和
６
年
が
マ
イ
ナ
ス

21
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
令

和
７
年
は
マ
イ
ナ
ス
66
人

と
、
前
年
の
３
倍
を
超
え
る

数
字
に
な
っ
て
お
り
、
第
５

次
総
合
計
画
は
目
標
年
度
の

令
和
12
年
度
の
定
住
人
口
の

総
人
口
が
６
千
人
と
し
て
い

る
。
４
月
１
日
現
在
の
人
口

で
、　

６
１
６
３
人
と
な
っ

て
お
り
、
想
定
人
口
を
下
回

る
時
期
が
早
ま
る
の
で
は
と

心
配
し
て
い
る
。
提
案
の
年

代
別
人
数
の
調
査
は
必
要
と

考
え
る
。
今
後
担
当
課
と
検

討
す
る
。

質
問　

転
出
理
由
を
把
握

し
、
転
出
の
抑
制
策
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

町
長　
笹
原
地
区
の
区
画
整

理
地
の
よ
う
に
、
新
築
住
宅

が
建
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
、
今
後
施
策
に

反
映
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

来園予定のコモドドラゴン
桑
くわ

 原
はら

 　 猛
たけし

 議員



河津町議会だより 第110号 令和 8 年 7 月15日

正
まさ

 木
き

 誠
せい

 司
じ

 議員

（10）

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

質
問

答
え

答
え

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

すれ違い困難な町道見高入谷１号線

桜
ま
つ
り
の
迂
回
路
渋
滞
対
策
は

移
住
希
望
者
へ
の
就
業
支
援
は

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
検
討

国
や
県
の
制
度
を
活
用
す
る

質
問　
第
36
回
河
津
桜
ま
つ

り
は
、
約
63
万
人
の
来
訪
客

を
迎
え
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

し
た
。
一
方
で
見
頃
宣
言
後

の
週
末
に
迂
回
路
と
な
る
見

高
入
谷
地
区
で
は
断
続
的
な

渋
滞
が
発
生
し
、
見
高
入
谷

区
民
や
通
り
か
か
っ
た
町
民

が
車
両
誘
導
等
に
あ
た
っ
た
。

来
年
度
以
降
、
迂
回
路
の
渋

滞
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
第
36
回
河
津
桜
ま
つ

り
は
、
外
国
人
客
を
含
め
多

く
の
方
々
が
訪
れ
た
。
近
年

は
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
情
報
で
ピ
ー
ク
日
の
局
所

化
が
顕
著
で
あ
り
、
渋
滞
を

避
け
る
た
め
見
高
入
谷
地
区

へ
の
車
両
流
入
が
増
え
、
通

行
障
害
が
発
生
し
た
こ
と
も

伺
っ
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長　
注
意
喚
起

の
看
板
設
置
を
含
め
、
今
後

は
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

交
通
部
会
で
検
討
す
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。し
か
し
、

渋
滞
対
策
に
も
限
界
が
あ
り

充
分
に
対
応
で
き
な
い
事
案

も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　
移
住
に
あ
た
っ
て
は

住
居
と
仕
事
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
就
業
支
援
は
ど
の
よ

う
な
制
度
が
あ
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長　
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
の
求
人
情
報
や
オ
ン

ラ
イ
ン
職
業
相
談
、
静
岡
労

働
局
や
県
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

実
施
し
て
い
る
就
職
セ
ミ

ナ
ー
等
を
案
内
し
て
い
る
。

質
問　
空
き
家
バ
ン
ク
と
連

携
さ
せ
た
住
居
と
仕
事
が

セ
ッ
ト
の
支
援
制
度
の
構
築

が
で
き
な
い
か
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
に
よ
る
空
き
家
バ
ン
ク
の

運
営
、
売
り
主
買
い
主
の
対

応
、
登
記
や
契
約
等
幅
広
く

対
応
し
て
い
る
。

企
画
調
整
課
長　
店
舗
を
現

状
の
営
業
形
態
で
後
継
者
を

探
す
行
為
は
不
動
産
業
の
圧

迫
と
な
る
。
移
住
希
望
者
か

ら
依
頼
が
あ
れ
ば
不
動
産
業

者
を
紹
介
す
る
事
は
可
能
。

産
業
振
興
課
長　
就
農
希
望

の
様
々
な
条
件
に
合
わ
せ
、

農
地
バ
ン
ク
の
紹
介
、
農
業

委
員
会
へ
の
手
続
き
等
の
説

明
を
行
っ
て
い
る
。
自
治
体

に
よ
り
条
件
が
違
う
た
め
安

易
な
空
き
家
バ
ン
ク
と
の

セ
ッ
ト
は
考
え
て
い
な
い
。
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北
きた

 島
じま

 正
まさ

 男
お

 議員
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

河
津
桜
の
重
点
施
策
の
進
め
方
は

原
木
の
維
持
を
は
じ
め
組
織
づ
く
り
で

情
報
錯
そ
う
の
バ
ガ
テ
ル
の
行
方

用
地
借
用
の
問
題
が
先
行
課
題

質
問　
町
か
ら
無
く
す
こ
と

や
活
用
し
な
い
こ
と
に
不
安

は
な
い
か
。

　
観
光
中
心
の
町
と
誰
も
が

言
う
が
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

ト
イ
レ
を
撤
去
し
た
り
、
国

指
定
重
要
文
化
財
が
二
つ
も

あ
る
の
に
、
活
用
す
る
方
向

性
は
見
え
な
い
。
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
合
わ
せ
、
ビ
ジ
ュ

ア
ル
訴
求
の
表
示
物
が
必
要

と
過
去
お
願
い
し
た
。

　
無
く
す
の
か
、
活
用
す
る

の
か
、
町
民
の
心
配
事
の
バ

ガ
テ
ル
公
園
の
、
情
報
が
錯

そ
う
し
て
、
町
民
に
わ
か
り

づ
ら
く
不
安
と
な
る
。

バ
ガ
テ
ル
公
園
の
進
捗
は
。

町
長　
土
地
の
借
用
は
、
令

和
12
年
３
月
ま
で
あ
り
、
そ

れ
を
解
決
し
な
い
と
、
次
に

進
め
な
い
と
一
貫
し
て
い

る
。
定
植
さ
れ
て
い
る
バ
ラ

は
、
パ
リ
市
と
協
定
解
約
を

進
め
る
中
で
、
取
り
扱
い
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

企
画
調
整
課
長　
基
本
協
定

締
結
の
バ
ガ
テ
ル
協
会
は
活

動
な
く
連
絡
が
取
れ
な
い
。

支
援
協
定
締
結
の
パ
リ
市
と

連
絡
を
取
り
、
対
応
を
進
め

る
。

他
、
障
害
者
施
設
の
存
続
。

質
問　
「
河
津
桜
発
祥
の
地

の
磨
き
上
げ
と
プ
ラ
イ
ド
の

構
築
」
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー

ル
イ
メ
ー
ジ
が
見
え
に
く
い

が
、
課
題
山
積
の
ま
ま
で
は

成
り
立
た
な
い
。
現
在
の
プ

ラ
ン
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

町
長　
最
優
先
は
原
木
の
維

持
管
理
と
、
河
津
川
沿
い
の

桜
と
名
木
の
保
全
。
ま
た
、

駐
車
場
・
ト
イ
レ
・
ゴ
ミ
や
、

観
光
を
支
え
る
人
材
確
保
な

ど
、
地
域
負
荷
を
軽
減
す
る

対
策
を
こ
れ
か
ら
も
行
い
た

い
。

　
景
観
の
維
持
や
、
観
光
客

の
回
遊
性
を
高
め
る
２
次
交

通
の
確
保
も
、
大
き
な
検
討

課
題
だ
。

　

任
期
中
に
実
現
し
た
い

「
河
津
桜
サ
ミ
ッ
ト
」
で
当

町
が
ハ
ブ
と
な
り
、
河
津
桜

を
大
切
に
し
て
い
る
自
治
体

や
地
域
と
連
携
し
、
検
証
し

合
う
場
を
作
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
が
一
つ
の
ゴ
ー
ル
と

思
う
。
同
時
に
、
ル
ー
ツ
を

持
つ
当
町
と
し
て
「
河
津
桜

認
定
制
度
」
等
、
企
画
推
進

す
る
組
織
づ
く
り
が
必
要
と

思
う
。

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

無料開放中のバガテル公園
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

静岡県の外国人人材定着支援の取り組み例（厚労省HPより）
福
ふく

 沢
ざわ

 宏
ひろ

 幸
ゆき

 議員

質
問

答
え
外
国
人
人
材
の
確
保
と
受
入
れ
は

受
け
入
れ
は
一
つ
の
手
段
と
考
え
る

質
問　
地
域
医
療
・
介
護
の

人
材
不
足
へ
の
現
状
確
認
と

対
策
は
。

健
康
増
進
課
長　
賀
茂
圏
域

の
医
療
従
事
者
数
は
全
国
平

均
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て

い
る
。
地
域
医
療
資
源
の
存

続
に
向
け
た
課
題
解
決
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
介
護
課
長　
今
年
度
、

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
中
で
課
題
を
検
討
し
、
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

質
問　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
生
活
支
援
制
度

の
策
定
は
。

町
長　
現
在
の
状
況
を
維
持

し
守
る
施
策
を
考
え
た
い
。

投
資
的
施
策
や
移
住
施
策
も

含
め
て
考
え
て
い
く
。

健
康
増
進
課
長　
保
健
師
就

労
奨
励
金
制
度
を
本
年
度
か

ら
制
度
化
。
医
療
福
祉
等
の

有
資
格
者
を
対
象
と
し
た
支

援
制
度
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
外
国
人
人
材
の
受
入

れ
強
化
と
支
援
は
。

町
長　
人
材
確
保
は
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
外
国

人
人
材
の
受
入
れ
は
一
つ
の

手
段
と
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
え
移
住
・
定
住
・
関
係
人
口
増
加
策
は

体
制
を
整
備
す
る

質
問　
自
治
体
に
よ
る
情
報

発
信
力
の
強
化
策
は
。

町
長　
４
月
か
ら
町
内
在
住

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
河
津
町

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
起
用

し
た
。
そ
の
他
は
今
後
検
討

し
た
い
。

質
問　
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」の
活
用
は
。

企
画
調
整
課
長　

農
業
体

験
・
移
住
相
談
会
・
ツ
ア
ー

に
関
し
て
の
情
報
発
信
の
媒

体
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て

い
く
。

質
問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
リ
ア
ル
イ

ベ
ン
ト
の
融
合
に
よ
る
関
係

人
口
の
継
続
的
育
成
は
。

企
画
調
整
課
長　
今
年
３
月

に
立
ち
上
げ
た
移
住
定
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
に
加
え
、
東
京
都

内
で
の
対
面
移
住
相
談
会
等

を
年
８
回
実
施
す
る
予
定
。

継
続
的
な
周
知
を
検
討
し
て

い
く
。

質
問　
医
療
・
福
祉
等
の
有

資
格
移
住
者
へ
の
優
遇
措
置

は
。

町
長　
近
隣
の
制
度
を
確
認

し
て
今
後
の
支
援
制
度
の
構

築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。
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議
員
月
例
会
第
１
・
第
２
の
各
常
任
委
員
会
が
主
催
し
、
議
員
全
員
で
受
講

４
月
22
日　
　
　
　

「
人
口
減
少
に
直
面
す
る

賀
茂
地
域
の
現
状
と
課

題
」　

講
師

賀
茂
地
域
局
次
長
兼
地
域

課
長　
　
　
飯
田
雅
之
氏

静
岡
県
広
域
移
住
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
橋
口
真
紀
氏

講
義
内
容
の
抜
粋

●�

賀
茂
地
域
に
お
け
る
将
来

推
定
人
口

・�

２
０
５
０
年
に
は
半
減

し
、
65
歳
以
上
が
50
％
を

超
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

各
産
業
に
お
け
る
人
手
不

足
が
加
速
し
、
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
。

・��

河
津
町
・
東
伊
豆
町
エ
リ

ア
で
は
そ
の
需
要
が
、
医

療
65
％
・
介
護
82
％
と
減

少
し
、
対
し
て
施
設
（
水

道
・
ゴ
ミ
処
理
な
ど
）
の

規
模
が
相
対
的
に
過
大
と

な
り
効
率
の
低
下
が
懸

念
。人
口
が
半
減
し
て
も
、

５
月
18
日

「
賀
茂
地
区
の
県
立
高
校

に
つ
い
て
」

講
師

県
教
育
委
員
会
高
校
教
育

課
学
校
づ
く
り
推
進
室

　
　
室
長　
河
内
慶
太
氏

　
　
主
査　
八
木
裕
真
氏

講
義
内
容
の
抜
粋

●�

私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る

現
実
（
背
景
）

　
変
化
の
激
し
い
社
会
で
あ

り
少
子
化
と
人
口
減
少
が
加

速
、
２
０
３
９
年
に
は
15
歳

人
口
が
現
在
の
１
０
６
万
人

か
ら
70
万
人
と
な
る
。
静
岡

県
を
含
め
、
賀
茂
地
区
で
も

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
少
子
化
に
伴
い
、
各
高
校

の
学
級
減
が
進
ん
で
い
る
。

公
立
高
校
は
２
０
４
０
年
ま

で
に
現
在
の
89
校
か
ら
60
校

に
再
編
さ
れ
る
。

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
広
域
連
携
な
ど
で
、

業
務
集
約
機
関
設
置
、
文

教
施
設
共
同
管
理
、
福
祉

事
務
所
の
共
同
化
、
建
設

関
連
の
共
同
化
、
広
域
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
の
集
約

や
取
り
組
み
が
あ
り
得

る
。

●�

賀
茂
地
域
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と

・�

こ
の
人
口
半
減
に
つ
い

て
、
40
％
が
知
ら
な
い
。

・�

移
住
者
の
受
け
入
れ
は
、

71
％
が
賛
成

・��

人
口
減
少
に
伴
う
課
題
解

決
し
て
欲
し
い
こ
と
は
、

医
療
・
福
祉
・
公
共
交
通
、

教
育
体
制
が
上
位
。

・�

ご
近
所
の
付
き
合
い
は

84
％
が「
あ
る
」と
回
答
、

全
体
で
は
、
挨
拶
や
立
ち

話
程
度
が
上
位
だ
が
、
40

代
以
上
で
「
地
域
活
動
に

参
加
」
が
増
え
る
。

方
向
性

　
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
、
地
域
に
密
着
し
た

き
め
細
か
い
教
育
を
行
い
、

地
域
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
学
び
を
展
開
。
地
域
の

将
来
や
世
界
で
活
躍
す
る
人

材
を
育
成
。

将
来
像

・
学
び
の
拠
点
を
存
置
し
、

か
つ
学
習
集
団
の
規
模
確
保

の
た
め
４
校
が
連
携
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
制
へ
の
移
行

・
遠
隔
配
信
セ
ン
タ
ー
の
設

置・
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

市
町
（
小
中
学
校
）
と
の
連

携
「
賀
茂
地
区
県
立
高
等
学

校
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
性

の
導
入
公
表
」、
本
年
３
月

「
キ
ャ
ン
パ
ス
制
に
関
す
る

基
本
構
想
の
策
定
」
に
至
っ

た
。

●��

賀
茂
地
区
の
高
校
の
在
り

方
に
つ
い
て

　
「
県
立
高
等
学
校
の
在
り

方
に
か
か
る
地
域
協
議
会
」

を
経
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
策
定

月例会資料より
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収録の様子

共
助
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

　
　
「
河
津
ザ
ク
ラ
イ
ド
」

４
月
14
日

第
３
回
実
証
実
験
振
返
り

第
１
常
任
委
員
会
・
商
工
会

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
・
観

光
協
会
と
、
全
国
自
治
体
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
連
絡
協
議
会
・

静
岡
県
地
域
交
通
課
が
参

加
。

　
河
津
ザ
ク
ラ
イ
ド
は
、
交

通
空
白
時
間
を
無
く
し
、
町

民
や
観
光
客
の
利
便
性
を
高

め
、
人
流
・
交
流
・
経
済
と

観
光
お
も
て
な
し
の
好
循
環

の
一
助
と
な
り
、
私
た
ち
が

考
え
る
そ
の
先
の
町
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
く
事
に
少

な
か
ら
ず
貢
献
で
き
、
多
く

の
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
っ

た
。

　
今
後
は
、
共
助
版
か
ら
公

共
版
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
移

行
す
べ
き
と
意
見
が
一
致
し

た
。

　

委
員
会
の
活
動
と
し
て
、

町
へ
の
提
言
を
含
め
、
二
次

交
通
の
充
実
と
、
町
の
活
性

化
を
目
指
す
。

３
月
13
日
、
４
月
17
日
、

５
月
25
日

「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
解

消
の
一
つ
と
し
て
、
議
員
の

活
動
や
選
挙
に
つ
い
て
、

YouTube

を
活
用
し
た
動

画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議

し
、
実
行
に
至
っ
た
。

※
現
在
は
公
開
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

渡 邉 　 弘  議長

議
会
の
う
ご
き

４
月
17
日　

　

議
員
月
例
会
の
内
容
検

討
、
防
災
強
化
に
か
か
る
提

言
書
の
ま
と
め
の
方
向
性
、

伊
豆
縦
貫
道
要
望
活
動
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

４
月
22
日
、
５
月
12
日

　
議
員
月
例
会
の
具
体
的
な

内
容
の
確
認
と
、
伊
豆
縦
貫

道
要
望
活
動
の
詳
細
の
検
討

な
ど
協
議
し
た
。

３
月
19
日
・
31
日
、

４
月
６
日

「
議
会
だ
よ
り
１
０
９
号
」

の
作
成
と
発
行
。

３
月
22
日

「
出
張
！
河
津
町
議
会
」
と

し
て
、
河
津
寄
っ
て
軽
ト
ラ

市
に
参
加
し
、
町
民
と
の
会

話
促
進
と
、
多
く
の
町
民
を

主
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は
、

終
わ
っ
た
ば
か
り
の
「
河
津

桜
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
協
力

を
願
っ
た
。

第
１
常
任
委
員
会

第
２
常
任
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

★２，「河津ザクライド」平常時とイベント時の利用実績の比較
河津ザクライド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　実証実験第２回と３回の比較

期間 第2回　9/27～10/10の14日間
平常時

第3回　2/14～2/23の10日間
　河津桜まつり開催時（開花はほぼ
ピーク）

料金 2，5㌔以内100円　5㌔以内500円
5㌔以上1000円

2キロまで200円
　あと1㌔ごと200円

乗車回数 99回　1日平均7，1回 121回　1日平均12，1回

乗車料金 38，800円　1日平均2，771円 52，300円　1日平均5，230円

全走行距離 668㌔　　同 47，7㌔ 606㌔　　同 60，6㌔

賃走距離 327，5㌔　同 23，4㌔ 296，9㌔　同 29，7㌔

参考

営業タクシー
料金に換算

乗車料金計 194，000円
1日当たり　 13，855円

乗車料金計 261，500円
1日当たり　 26，150円

（仮）公共
ライドシェア

＜営業タクシーの料金の80％とした場合＞

1日当たり約11，000円 1日当たり21，000円

ドライバーの
収入
（5時間労働）　

＜仮に運営事業費とドライバー人件費を各１/2とした場合＞

1日当たり約5，500円
（時給1，100円
ほぼ、県最低時間給なみ　）

1日当たり10，500円
（時給2，100円　これなら
運転希望者はいるはず・・・）

（あくまでも、大雑把な数字の当て込みです。）

５
月
28
日

次
号
「
議
会
だ
よ
り
１
１
０

号
」
の
編
集
内
容
を
協
議
。

・
議
会
議
長
会
の
事
業
２
件

・
出
納
検
査
報
告　
　
３
件

・
議
長
に
要
請
の
あ
っ
た

　
諸
会
合
な
ど　
　
　
６
件

・
議
長
の
行
事
出
席　
５
件

◇
そ
の
他
の
活
動
（
抜
粋
）

・�

第
１
、
第
２
常
任
委
員
長

の
出
席
会
議　
　
　
６
件　

・
一
部
事
務
組
合　
　
２
件

・�

国
民
健
康
保
険
管
理
運
営

協
議
会
に
協
議
会
議
員
が

出
席

・�

河
津
寄
っ
て
軽
ト
ラ
市
に

参
加

・�

春
の
交
通
安
全
運
動
街
頭

広
報
活
動
に
議
長
、
議
員

が
参
加



議会だより第110 号議会だより第110 号
読者アンケート読者アンケート読者アンケート読者アンケート締め切り

8 月末日必着
　読者の皆様のご意見を紙面に反映したく、下記のアンケートにぜひご協力ください。
　�各質問の回答をご記入の上、ＦＡＸ又はメール、郵送（封筒）にて河津町議会事務局宛にお送り
ください。または、下記ＱＲコードから、ＷＥＢ回答できます。

スマホで簡単に
アンケート回答
ができます

●  送付先：〒 413−0595  静岡県賀茂郡河津町田中212−2　
　　　　　　　　　　　　河津町役場 議会事務局
　　　　　　　　　　　　※切手代などは各自ご負担願います。

Ｑ１　「興味を引いた」あるいは「役に立った」記事は？

Ｑ２　「議会だより」の記事で目を通したものは？（□にレ点をつけてください。
複数回答可）
□ P.2 〜 P.3　 出張！河津町議会
□ P.4 〜 P.5　 中学生アンケート
□ P.6　　　　  定例会
□ P.7 〜 P.12　町政を問う（一般質問）

Ｑ３　議会だよりに対する満足度は、どのくらいですか？（□にレ点をつけてく
ださい。）

Ｑ４　議会だよりの記事への感想、取り上げてほしいテーマなどがあればご記入
ください。

□１．大変満足　　□２．まあまあ満足　　□３．もう少し　　□４．不満

アンケート回答者の中から抽選で、５名様に「踊り子温泉会館
入浴券」を差し上げます。
なお、当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
お名前（任意）
ご住所（任意）
連絡先（任意）

無記名でも回答いただけます。ただし、プレゼントの対象にはなりません。

抽選で５名様に
「踊り子温泉会館入浴券」
           プレゼント !!
お寄せいただきましたご意見・ご感想は、議会だよりで紹介及び議員内で共有させていただく場合があります。また取材や
原稿依頼等をさせていただく場合は、広報常任委員会から改めて連絡いたします。回答いただいた個人情報は、ご本人の許
可なく外部に提供することはありません。　　　　� 　　　　　　　 議会事務局　TEL0558−34−1957

FAX 番号 0558−34−1405
E-mail:gikai@town.kawazu.lg.jp

□ P.13　議員月例会
□ P.14　委員会・議会のうごき
□ P.16　私の一言・編集後記

議会だより第110 号議会だより第110 号
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　私自身誤解していたのですが、議員には出来る
事と出来ない事があります。
　しかし、議会の機能を十全に発揮できたら、出
来る事が多くなる。町民の声が形になりやすくな
る。議会改革は最も重要な課題だと思います。
　４年前、前期の議長に決まった際に、3つのテー
マを決めました。
１�.  町民の声を聴ける仕組み作りとして、議会広
報と広聴の充実。
２�.  議会機能の強化をする常任委員会の活性化と
政策提言書の提出。
３�.  議会改革を通し、女性や若者が立候補しやす
い環境整備。
　この改革を確実に進めるためには、議会改革専
門の特別委員会を編成し、議員全員で同じ目的の
ため本気で取り組む必要がありました。議会改革
に終わりは無く、町民の役に立つ議会を目指して
改革は続くと考えます。

「
議
会
を
変
え
れ
ば

未
来
は
変
わ
る
と
信
じ
て
」

前
河
津
町
議
会
議
長�

遠
藤　
嘉
規

　令和５年４月、議会改革特別委員会委員長に就
任し、先ず取り組む課題の意見交換を行いました。
今後の課題として、町議会議員のなり手不足解消
がテーマに上がり、取り組む課題として、議員報
酬の見直し、デジタル化の推進、議会モニター・
サポーター、反問権の付与等が出され、活発な議
論を行いました。
　河津町では 18年間に渡り特別職報酬等審議会
が開催されていない状況であったため、開催の要
望を町へ行い、全国平均並みの報酬への見直しが
されました。
　また、町長へ反問権を付与し、的確な質疑が行
えるように改善をしました。
　デジタル化の推進に伴い電子機器の持ち込みな
ど改革に取り組みました。議会モニター制度や、
なり手不足解消は継続課題となりますが、素晴ら
しい議会改革特別委員会でした。

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

振
り
返
り
」

現
河
津
町
議
会
議
長

渡
邉　　
弘

〜私の一言〜〜私の一言〜

発行：河津町議会　編集：広報常任委員会　〒 413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2　☎ 0558（34）1957　gikai@town.kawazu.lg.jp

議 会 傍 聴 歓 迎 し て お り ま す 。

　
「
町
民
に
身
近
な
議
会
」

を
目
指
し
、
常
任
委
員
会

活
動
の
活
発
化
な
ど
、

様
々
な
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
市
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
な
ど
、
議
員
の
活
動
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

機
会
も
増
え
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
本
年
10
月
に
は
町
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
政
治
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
良
い
町
づ

く
り
の
た
め
、
多
く
の
皆

さ
ま
が
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
積
極
的
に
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。�

（
正
木
）

編
集
後
記

次
回
定
例
会
は
９
月
開
催

予
定
で
す
。
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